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講習会・講演会情報１

詳細は当協会ホームページ「新着情報」をご覧ください

>>>> http://www.f-aa.jp/
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― 講習会・講演会情報 ―

《お申込書の配布方法》

■１． (財)建築技術教育普及センターのホームページよりダウンロードが可能です。

（左記ＵＲＬをクリック）

■２．(社)福岡県建築士事務所協会 窓口にて配布いたします。

※申込者が定員に達し次第、期間内であっても受付を終了いたします。

《お申込書の配布方法》

■１． (財)建築技術教育普及センターのホームページよりダウンロードが可能です。

（左記ＵＲＬをクリック）

■２．(社)福岡県建築士事務所協会 窓口にて配布いたします。

※申込者が定員に達し次第、期間内であっても受付を終了いたします。

建築士定期講習・管理建築士講習のご案内

一級・二級・木造建築士定期講習
一級・二級・木造建築士定期講習

●平成25年 2月13日(水) 【受付……平成24年12月17日(月)～平成25年 1月25日(金)】

※建築士会（TEL：092-441-1867）にて受付いたします。

ご注意ください。

管理建築士講習
管理建築士講習

●平成25年 2月19日(火) 【受付……平成24年 11月19日(月)～ 平成25年 1月25日(金) 】

ホームページ：http://www.jaeic.or.jp/



建築士事務所キャンペーン 基調講演概要２

3
― 建築士事務所キャンペーン 基調講演 ―

今年の建築士事務所キャンペーンは「石炭文化遺産と歴史建物」をテーマに飯塚の嘉穂劇場にて開催致しました。基調講演と

しまして「～石炭100年の嵐～山本作兵衛の世界」と題し、安蘇 龍生 氏（田川市石炭・歴史博物館 館長）にお話し頂きました。

山本作兵衛の炭鉱記録画は、2011年5月に日本で初めてユネスコより世界記憶遺産に認定された貴重な作品群です。27点の作品

スライドを中心に、全盛期には全国出炭量の半分を占めた筑豊の石炭産業の変遷について、時代背景や人々の暮らしを絡めなが

らご講演頂きました。以下、講演資料をご紹介させて頂きます。

講師紹介 ： 安蘇 龍生 氏（田川市石炭・歴史博物館 館長）

福岡県の高校で教壇に立つ傍ら、郷土の歴史を研究。1960年代に山本作兵衛炭坑記録画に出会う。

平成18年（2006年）、田川市石炭・歴史博物館館長に就任。明治以降の近代化や戦後の復興を支えながら

国策で失われた炭坑の風景を人々の記憶にとどめたいという思いを持ち、地元大学と連携して、

山本作兵衛炭坑記録画の世界記憶遺産への日本初の登録に尽力。

基調講演 資料

建築士事務所キャンペーン 基調講演 《平成24年10月30日(火) 13:00～15:00 (会場：嘉穂劇場)》

～石炭100年の嵐～ 山本作兵衛の世界
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― 建築士事務所キャンペーン 基調講演 ―

基調講演 資料
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― 建築士事務所キャンペーン 基調講演 ―

基調講演 資料



基調講演 資料
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― 建築士事務所キャンペーン 基調講演 ―



7
― 建築士事務所キャンペーン 基調講演 ―

基調講演 資料
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― 建築士事務所キャンペーン 基調講演 ―

基調講演 資料
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― 建築士事務所キャンペーン 基調講演 ―

基調講演 資料



福岡県内高等学校生並びに専門学校生による

建築設計競技 結果報告３
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平成24年度 福岡県内の高等学校生並びに専門学校生による建築設計競技が開催されました。

今年は高等学校の部4校より計48点、専門学校の部(高専1校を含む)5校より計65点のご応募を頂き、

審査会にて選ばれた知事賞、他入賞者の表彰式が10月30日に嘉穂劇場にて行われました。

また10月24日～30日の期間、コスモスコモン１階展示スペースにおいて作品の展示会が開催されました。

経 過

平成２４年 ３月３０日 関係校へ課題を通知、応募期限を９月１０日とする

９月１０日 提出校、高等学校の部４校、専門学校の部５校（高専１校含む）

９月２６日 福岡建設会館において、１３時３０分より審査会を行い各賞決定

１０月３０日 嘉穂劇場において表彰式開催

１０月２４日 ～ １０月３０日 コスモスコモン１階展示スペースにおいて作品展示会開催

審査委員名

●河野泰治 (社)福岡県建築士事務所協会顧問 ●福岡県建築都市部長 ●福岡県教育長

●北九州市建築都市局長 ●福岡市住宅都市局長 ●飯塚市建築住宅課長

●(一財)福岡県建築住宅センター理事長 ●(社)福岡県建築士会長 ●(社)日本建築家協会九州支部長

●(社)福岡県建築士事務所協会

協 賛

●(一財)福岡県建築住宅センター

後 援

●福岡県 ●福岡県教育委員会 ●北九州市 ●福岡市

●飯塚市 ●(社)福岡県建築士会 ●(社)日本建築家協会九州支部

参加者の皆さまへの御礼

参加者の皆さまへの御礼

― 福岡県内高等学校生並びに専門学校生による建築設計競技 結果報告 ―

本年度の課題は、高校生の部、専門学校生の部で異なる課題となりましたが、計画趣旨は何れも現代社会が抱える問題を今後の

社会を担う生徒、学生たちに考えていただき、企画・提案いただく内容でありました。

応募いただいた作品は限られた時間の中で作成されたにもかかわらず、創造力に富んだ秀作が多く、審査会では多くの審査員の

先生方が悩み、優秀作品の選定では活発な議論も交わされました。

この設計競技が建築士を志す生徒、学生達のステップの場となり新たな製作意欲の向上に繋がることを切望いたします。

最後に参加していただいた生徒、学生諸君とご指導いただいた先生方に御礼申し上げますとともに、公私ともご多忙のなか審査

戴きました、河野審査委員長はじめ、関係諸庁、各団体のご協力に心より御礼申しあげます。

(社)福岡県建築士事務所協会 教育･研修委員会

委員長 岩本 茂美



計画条件

計画趣旨
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■１）敷 地

●面 積………300㎡～350㎡（形状は自由）

●用途地域………第一種住居地域（容積率200％以下、建ペイ率60％以下）

●前面道路………幅員6ｍ以上（方向、植樹、歩道等は自由）

●条 件………福岡県内でコンセプトに合った場所を想定すること。（形状は自由）

●そ の 他 ………電気、上下水道、ガス等の附帯設備は完備されている。

■２）建 物

●用 途………専用住宅 ●延床面積………150㎡（±10％）

●構 造………木造２階建て以下とする。 ●条 件………両親と高校生の男子、中学生の女子の4人家族

●所 要 室 ………上記条件の中に含む ●駐 車 場 ………上記条件の中に含む

●注意事項………コンセプトは明確にすること。

少子高齢化の進む我が日本では、どのような住まいのかたちがふさわしいのでしょう。

住宅を建てる時、両親や子供の成長を考慮したプランニングをしますが、子供も独立し巣立っていった後は、夫婦だけの生活とな

ります。

これからの時代は、生活環境の多様化に応じた住宅が求められます。

快適で安全・安心な空間、エコロジー、省エネルギーを考慮し、住み慣れた地域で可能な限り生活したいと思う、両親の希望に応

えられるような、時間を計画に組み込んだ「進化する住宅」を設計してください。

平成２４年度 建築設計競技

― 福岡県内高等学校生並びに専門学校生による建築設計競技 結果報告 ―
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■３）提出図面

●用 紙………当協会配布のケント紙（Ｂ２サイズ）１枚を使用し、横書きとする。

●提出内容………・設計コンセプト：『進化する住宅』にふさわしい名称をつける。

・配置図（1/300）：駐車場(２台)、庭の計画も含む（植樹、菜園等）

・平面図（1/100） ・立面図（1/100）：２面以上 ・断面図（1/100）

・外観パース：まちなみ及び敷地内の計画をすべて含む

●条 件………必ず手書きとする。ＣＧは不可、模型写真の添付は自由、着色は自由。図面には必ず

面積表、方位、縮尺、寸法及び寸法引出し線、室名を正しく記入すること。

●知 事 賞 福岡工業高等学校 ２年 富 永 恭 平

●福岡県教育委員会賞 福岡工業高等学校 ２年 牧 龍 汰

●飯塚市長賞 福岡工業高等学校 ３年 板 谷 良 明

●(一財)福岡県建築住宅センター理事長賞

福岡工業高等学校 ２年 白 石 吏 希

●会 長 賞 有明工業高等専門学校 ３年 服 部 忠

●(社)福岡県建築士会会長賞

戸畑工業高等学校 ３年 一 角 善 紀

●(社)日本建築家協会九州支部支部長賞

福岡工業高等学校 ３年 津 田 空 生

●金 賞 浮羽工業高等学校 ３年 堺 善 平

●銀 賞 戸畑工業高等学校 ３年 島 田 貴 博

〃 有明工業高等専門学校 ３年 井 上 安 南

●銅 賞 有明工業高等専門学校 ３年 奥 村 葵

〃 有明工業高等専門学校 ３年 木 下 慧次郎

〃 有明工業高等専門学校 ３年 立 野 文

●佳 作 有明工業高等専門学校 ３年 川 口 健太郎

〃 有明工業高等専門学校 ３年 重 松 寧

〃 有明工業高等専門学校 ３年 森 康 貴

〃 有明工業高等専門学校 ３年 龍 直 未

応募校と

応募数

応募校と

応募数

個 人 賞

個 人 賞

有明工業高等専門学校（１年～３年） 作品数 ３７点

浮羽工業高等学校 〃 ４点

戸畑工業高等学校 〃 ２点

福岡工業高等学校 〃 ５点

計 ４校 ４８点

平成24年度 課 題

進 化 す る 住 宅進 化 す る 住 宅



施設計画の概要

計画趣旨
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■１）施設名

地域創造エネルギーミュージアム（各自作品に相応しい名称を付けてみよう）

■２）施設の運営

ボランティア主体による

■３）施設計画に求められるもの－地域の産業、文化の学習を促し、新たなエネルギーを提案する

●Ａ－福岡県内の石炭採掘展示と体験スペース （常設 約１５０㎡）

●Ｂ－石炭と産業（エネルギー利用までの歴史） （常設 約１００㎡）

●Ｃ－絵画等のギャラリー （ホールや多目的室を活用する）

●Ｄ－未来型エネルギー展示館 （常設 約１５０㎡）

●Ｅ－地域ボランティアの活動拠点であり、インターネット等による文化発信の施設

●Ｆ－屋外にはテーマごとに楽しめるイベント広場

人々が交流できる憩いの場（公開空地も含む）

昭和の中頃（1960年代）まで、日本のエネルギーを支え経済発展の柱だった石炭産業は、筑豊や三池を中心にして福岡県はまさ

にその資源の宝庫でした。

炭鉱労働者だった山本作兵衛の筆による当時の炭鉱内の絵画６９７点が、昨年５月に日本で初めて“世界記憶遺産”に登録されま

した。当時の様子を鮮明に描いた絵と余白に書き込まれた解説文により、筑豊のヤマの情景が蘇りました。

諸君もご承知のように昨年３月１１日の未曾有の原発事故は、今後の原子力によるエネルギー事情が一変するような大きな社会問

題となっています。いま一度安全なエネルギーの原点である石炭産業の歴史を学び、体験できる展示館を計画してください。

計画にあたっては、地域社会の活性化に向けて、積極的にエコロジーに参加し、未来エネルギーまで楽しく学び、新しい情報を発

信できるような体験型エネルギー館を併設した施設を、諸君の若い感性で提案して下さい。

平成２４年度 建築設計競技

― 福岡県内高等学校生並びに専門学校生による建築設計競技 結果報告 ―
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■１）用 紙 当協会配布のケント紙(Ｂ２、縦５１.５㎝×横７２.８㎝)を使用し横書きとする。

書き損じの場合は市販の同等品使用のこと。

■２）作成図面

●設計概要（設計意図、面積表） ●配 置 図（Ｓ＝１/２００又は１/３００）、方位を記入

●平 面 図 （Ｓ＝１/２００） ●断 面 図（Ｓ＝１/２００）

●立 面 図 （Ｓ＝１/２００）、２面以上 ●パ ー ス 自由とする（切り貼り可）

提出図面

平成24年度 課 題

石 炭 と エ ネ ル ギ ー 館石 炭 と エ ネ ル ギ ー 館

計画地の条件

■１）所 在 地 福岡県内の旧炭鉱の所在地

■２）敷地面積 ３,５００㎡（形状は自由）

■３）前面道路 ３方に接する。主道路 幅員１８.０Ｍ（車道１２.０Ｍ、歩道３.０Ｍ）

側道 幅員１０.０Ｍ（車道 ６.０Ｍ、歩道２.０Ｍ）

■４）土地形状 平坦であり地盤も良好、上下水道完備

■５）用途地域 無指定とする。容積率４００％、建ぺい率８０％

建築条件

■１）延べ床面積 １,５００㎡程度（±２０％）

■２）構 造 自由

■３）階 数 自由

■４）諸 室 Ａ～Ｅの主要室

＜参考諸室＞玄関、ロビー、受付、事務室、研修室、多目的室、

収蔵室、作業室、便所、機械室等但し、事務職員は３名とする。

■５）駐 車 場 来館者は隣接する公営駐車場を利用することとする。但し身体障害者用（３台）関係者及び搬入車用

（５台）を動線を考慮して設置する。

■６）外構工事 駐車場の他、Ｆの広場、又トロッコ試乗コーナー等を提案して下さい。



●知 事 賞 福岡建設専門学校 ２年 植 木 麻 水

●福岡県教育委員会賞 福岡デザイン専門学校 １年 木 野 文 香

●飯塚市長賞 福岡建設専門学校 １年 山 崎 佑 樹

●(一財)福岡県建築住宅センター理事長賞

福岡建設専門学校 ２年 蒲 地 悠 希

●会 長 賞 福岡デザイン専門学校 ２年 志 垣 伶 奈

●(社)福岡県建築士会会長賞 九州職業能力開発大学校 ２年 梶 山 愛 彦

●(社)日本建築家協会九州支部支部長賞

福岡デザイン専門学校 ２年 田 代 雄 也

●金 賞 麻生建築＆デザイン専門学校 ２年 和 田 真

●銀 賞 有明工業高等専門学校 ４年 古 賀 壮一朗

〃 麻生建築＆デザイン専門学校 １年 原 田 あゆみ

●銅 賞 有明工業高等専門学校 ５年 龍 知 可

〃 九州職業能力開発大学校 ２年 渡 邊 廣 大

● 〃 福岡デザイン専門学校 ２年 明 石 梨 沙

●佳 作 有明工業高等専門学校 ５年 小 宮 沙 織

〃 麻生建築＆デザイン専門学校 ２年 久 保 善 宣

〃 麻生建築＆デザイン専門学校 ２年 柴 田 智 子

〃 麻生建築＆デザイン専門学校 １年 荒 島 日出子

応募校と

応募数

応募校と

応募数

個 人 賞

個 人 賞

麻生建築＆デザイン専門学校 作品数 ２１点

有明工業高等専門学校（４年～５年） 〃 ９点

九州職業能力開発大学校 〃 ３点

福岡建設専門学校 〃 ２６点

福岡デザイン専門学校 〃 ６点

計 ５校 ６５点

13
― 福岡県内高等学校生並びに専門学校生による建築設計競技 結果報告 ―
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今年度の課題は、高等学校の部と専門学校の部で全く異なる。

高等学校の部では、少子高齢化社会での家族のあり方を住宅計画との対応でじっくり考えてみようと提起した課題である。

住宅を建てるにあたって、今の家族の構成とその生活、あるいは数年後だけを念頭に置いた計画が少なからず行われてきたのではないだろう

か、という疑問が根底にある。新築後短い期間で子ども部屋が空き部屋になったままの住宅が多くの住宅地に見られるが、もっと長期的な見通

しをもって、地域とのつながりを強めていくような家族生活を念頭に置いた住宅を構想しようという呼びかけである。一方で、数十年ともいわれるあ

まりにも短い日本の住宅寿命を再考すべきではないかとの問いかけでもある。そのためには、エコロジーや省エネルギーに十分配慮した長寿命の

建築物とすべきことはいうまでもない。こうして、変化に柔軟に対応しつつ幾世代かに継がれていく住宅像「進化する住宅」が求められる。

専門学校の部では、原発が安全でないことが明らかとなった今日、それではいかにして安全なエネルギーを確保していくかが社会全体と一人

ひとりに突きつけられた重い課題となっている。

この課題を具体化して、建築を学び建築業務に携わろうとすると志す専門学校生に対して、若い視点からその構想・取り組みの一端を提起し

て欲しいという願いが込められた。

かつて福岡県下は、国の主要な石炭エネルギーの供給基地となり、その物的あるいは記憶の遺産は、筑豊や三池に限らず県下のあちこちに

堆積している。廃棄されてきた遺跡や面影を貴重な産業遺産として、新たに若い息吹で満たすことによって、産炭地域の活性化に寄与したい。

さらに推し進めて、「石炭」をキーにして将来のエネルギーのあり方を発信する基地を構想することをテーマとした。歴史に学びつつ体験・体感で

きる、いわば「温故知新」の「石炭とエネルギー館」である。

応募は高校48作品、専門学校65作品。審査は福岡県事務所協会の審査委員８名による一次審査で設計・製図の基本と応募要件をチェッ

クし、各36作品、41作品を二次審査対象として選出した。二次審査は、県の建築都市部や北九州市・福岡市・飯塚市などを含む県内の建築

団体の役員９名の特別審査委員を加えた23名によって、審査員の推薦数の多い上位作品を対象に協議によって受賞作品を決定した。

― 福岡県内高等学校生並びに専門学校生による建築設計競技 結果報告 ―

審査委員長 河野 泰治《(社)福岡県建築士事務所協会 顧問》

審
審

査
査

講
講

評
評

「進化する住宅」という課題の趣旨をどのように受け止め、構想し図面にして提案するか。進化をどう捉えるかー応募者の感性は多様に拡がって

ゆく。提案の狙い・テーマをどのように定めるかにエネルギーが注がれたであろうことが、応募作品全体から伝わってくる。進化・変転するのは家族

構成だけではなくて、家族一人ひとりの思いをも伴った家庭生活、地域社会との関係の進化・変転にもあることを多くの作品が示唆している。こうし

た若者の視点が、多彩な住宅像を提示してくれた。設計のテーマ・主張をどのように展開するかという構想・設計する力に加えて、自分の主張をう

まく伝えるプレゼンテーション、製図の技術力にも大きな違いが見られた。上位入選作には課題に対する設計と製図への意欲がみなぎっている。

快適で安全、安心な空間とエコや省エネルギーへの配慮は、住宅設計に共通する基礎的な要件となることも押さえておきたい。

高等学校の部 総評

応募作品の計画地で福岡県下の旧産炭地巡りができる。いずれも、物として姿が見える石炭産業遺産と記憶のそれとをよりどころにして、後世へ

つなぐこと、まちおこしの核にしてゆくことが目指されている。新たにまちの景色・景観を作り出そうとする作品やごく日常に溶け込んだ博物館計画な

ど、若い感性、意気込みが十分に伝わってくる提案に満ちている。近寄りがたさを脱却した博物館の提案には、その存在をキラキラと主張するので

はなく、まちにそっと挿入されて、成熟しつつある社会・まちの姿を暗示しているようにも感じられる。シャープな平面の金賞、棚田の中の博物館と木

造の炭鉱長屋をモティーフにした銀賞の３作品も素晴らしい。プレゼにもう少しエネルギーを注ぎたい。

専門学校の部 総評

専門学校の部 課 題
専門学校の部 課 題

高等学校の部 課 題
高等学校の部 課 題

石炭とエネルギー館
石炭とエネルギー館

進化する住宅
進化する住宅



15

知事賞
知事賞

― 高等学校の部 ―
― 高等学校の部 ―

2年生で知事賞というすばらしい賞を頂いたことに驚きました。

こんなに一生懸命考えたコンペ図面を描いたのは初めてで、まだまだ描き足りないところもありますが、自分の案を評価

して頂いたことに感謝・感激をしています。

来年もさらに良い作品をつくりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。

【福岡県立福岡工業高等学校 建築科2年 富永恭平】

― 福岡県内高等学校生並びに専門学校生による建築設計競技 結果報告 ―

《福岡県立福岡工業高等学校 建築科2年 》 富永 恭平

作
作

品
品

紹
紹

介
介

受
受

賞
賞

受賞者コメント

夫婦寝室とサニタリー空間は固定して、東半分の大空間を可動間仕切りで子ども室や居間、食事室などにさまざまに空間分化させて、生活の仕組みの

変化に対応させる。東西に長いシンプルな長方形の平屋建て住宅を落ち着いた色鉛筆描きの平面バリエーションと模型写真でスッキリと仕上げて、設

計趣旨が十分に表現されている。

講 評
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《福岡建設専門学校 建築科2年》 植木 麻水
知事賞
知事賞

「田川に来たみんなが『ヤマのにぎやかさ』を思い起こさせるような博物館」「そんな思い出を子ども達に残せたら…思い出が転じて、『田川の未来のエネ

ルギー＝活力』となるかも」という趣旨をそのままに凝縮した手描きのノスタルジックな作品である。とりわけ「みんなの奥山・ボタ山」を望む、メイン展示場

とカフェ棟間の「露天軒下市場」のパースには提案意図が映し出されている。作品を丁寧に見ていくと周到に計算されていることがわかる。平面図も手

描きにしてしまったらどうだろう。

― 福岡県内高等学校生並びに専門学校生による建築設計競技 結果報告 ―

― 専門学校の部 ―
― 専門学校の部 ―

作
作

品
品

紹
紹

介
介

受
受

賞
賞

講 評

このたびは、知事賞という栄誉ある賞をいただき、たいへん光栄です。

今回の設計競技では、「石炭とエネルギー館」を設計するというもので、私は筑豊を代表する炭鉱のひとつ、田川市で

敷地を選びました。炭鉱によって栄えたむかしの情景を、未来を担う子供達へ伝え、新しいまちの活力へとなっていくよ

うに、そんな思いを込めて設計しました。 協会のみなさま並びに指導いただいた先生方、一緒にがんばったクラスメイト

には、感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。

【福岡建設専門学校 建築科2年 植木麻水】

受賞者コメント



建築士事務所キャンペーン 新聞掲載のご報告４

17
― 建築士事務所キャンペーン 新聞掲載のご報告 ―

日刊建設工業新聞 11月1日掲載

日刊建設工業新聞 11月1日掲載

日刊建設通信新聞 11月1日掲載

日刊建設通信新聞 11月1日掲載

西日本新聞 10月30日掲載

西日本新聞 10月30日掲載
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― 建築士事務所キャンペーン 新聞掲載のご報告 ―

九建日報 11月1日掲載

九建日報 11月1日掲載
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表彰関係

― 表彰関係 ―

５

受 賞 者

(社)福岡県建築士事務所協会 副会長

今村 日出男 氏

平成24年 建設事業関係功労者国土交通大臣表彰

この度、（社）福岡県建築士事務所協会より推薦を頂き、国土交通大臣表彰（住宅・建設事業関係功労）を受けました。

表彰式は平成24年7月10日午前11時より国土交通省10階大会議室にて式典が行われ、奥田国土交通副大臣より祝辞

と賞状、記念品を頂いてまいりました。

去る11月24日（社）福岡県建築士事務所協会県南支部中野 寛支部長、（協）久留米建築設計協会山田 秀明代表理事

発起人の基、皆様より盛大な祝賀会を開催して頂き、心より感謝申し上げるとともに厚く御礼申し上げます。

又、八島会長、中野支部長より身に余るお言葉を頂戴し、恐縮しております。

振り返りますと、県南支部の副支部長を4年、支部長2年、理事7年、副会長3年目、建築士会におきましては、柳川支部副支

部長を6年と長年建築士事務所協会並びに建築士会の運営活動に従事してまいりましたが、会長他先輩方々に助けられ現在

に至っている次第でございます。今回の受賞は、私個人に授与されたものではなく、（社）福岡県建築士事務所協会会員の皆様

の長年積み重ねてきた活動に対して与えられたもので、会員の皆様を代表して頂いたようなものでございます。

今後も（社）福岡県建築士事務所協会並びに設計業界発展のお役に立てますよう、一層の努力をいたす所存でございます。

今後とも皆様には変わらぬ力添えとご指導、ご鞭撻をお願いいたしまして私の感謝の言葉とさせて頂きます。

【 今村一級建築士事務所 今村 日出男（県南支部） 】

表彰式のご報告 …………………………………………………………………………………

日 時 平成２４年１１月２４日(土) １８：００～

会 場 ホテルニュープラザ（久留米市六ツ門町広又16-1）

国土交通大臣表彰 受賞報告

受賞祝賀会のご報告
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第 ９ 回 常任理事会議のご報告

― 第９回 常任理事会議のご報告 ―

６

[日 時] 平成２４年１１月７日（水） １５ ：００～ １７ ：１５

[会 場] ㈳福岡県建築士事務所協会 事務局

[出席者] 会長、副会長、常任理事、事務長９名参加

■１：各種会議報告

日事連創立50周年記念・第36回建築士事務所全国大会が終了し、現在次年度の事業計画、予算及び「（仮称）建築士事務所法」の会員事

務所、関係団体等への周知について取り組んでいる。

■２：各種依頼について

《会誌「日事連」平成25年1月号掲載「年男・年女の初夢」執筆者選定のお願いについて》

■３：九州・沖縄ブロック協議会事務局会議開催について

平成24年度事務局連絡会議を平成25年1月26日（土）14時から長崎会事務局で開催される旨の説明がされた。

■１：中間会計報告及び中間会計監査（11/14）の実施について

平成24年度上半期の会計執行状況及び9月30日時点の資産、負債、正味財産の状態が報告された。尚、今後の予算編成において各委員

会事業に必要な予算は確保するように三役、委員会で連携を取り充分に協議するとともに報告、確認を慎重に行うこととする。

また、中間会計監査については11月14日（水）15時より事務局において実施する旨報告がなされ、今回は一部の支部会計において処理の仕

方に不明な点があり連結が難しいため県本部会計のみで実施することが説明され、承認された。

■２：福岡県構造計算適合性判定制度のあり方検討協議会報告

10月29日（月）に福岡県庁において第1回福岡県構造計算適合性判定制度のあり方検討協議会が開催されたことが報告された。

今後は2～3社の新規適判機関の早期選定、業務開始に向けて協議を進めていくことが説明された。

■３：建築士事務所キャンペーン実施報告

10月30日に筑豊支部、北九州支部主管で嘉穂劇場において実施された建築士事務所キャンペーンの来場者数等の報告がなされ、基調

講演には194名、作品展示会には80名参加されたことが説明された。尚、各新聞社で掲載された新聞記事については、PDFデータにより理事、

監事にメールにより送付するとともにメールマガジン「建築福岡Ｍｏｎｔｈｌｙ」にも掲載することとする。

■４：各委員会報告

《会員委員会》

次回新入会員オリエンテーションを平成25年3月8日に実施することとし、次回より公式行事として対象者に参加を義務付けることとする。

若手会員や女性会員に積極的に協会活動に参加いただき魅力ある会にするため、当該会員対象の研修会等を企画する部会を会員委員

会の下部への設置についても現在検討中であり、次回常任理事会で12月４日開催の委員会での協議結果を報告する。

《指導委員会》

《広報・渉外委員会》

現在ホームページの刷新に取組んでおり変更箇所の概要が説明された。今後トップページの上部に利用者の利便性向上のため、建築士定

期講習、管理建築士講習、開設者・管理建築士のための建築士事務所の管理研修会、福岡県建築登録センター、当協会主催イベント関

係のアイコンを設け、法定講習については年間スケジュールを掲載する等変更案の提案がなされ、協議の結果承認された。今後広報・渉外

委員会で予算の範囲内で変更作業を進めていくこととする。

またメールマガジンについて有料広告の募集を来年度開始を目途に準備を進めていき、料金については常任理事会に相談のうえ協議して

いく。

《教育・研修委員会》

福岡県内高等学校生並びに専門学校生による建築設計競技について、応募校及び参加者数が減少しているため、対策を年内に常任理事

会で方向性を出していただき委員会で検討したい旨要望がだされた。また、見学、研修活動については委員会を開催し、場所、予算書等企

画を常任理事会に提出する。

■５：九州公共建築フォーラムについて

■６：設計3団体意見交換会の開催について

設計3団体意見交換会が11月12日（月）に福岡建設会館で開催される旨の通知が今年度担当の建築士会より届いている旨説明がなされた。

■７：設計3団体による顧問弁護士契約について

２.（社）福岡県建築士事務所協会関係

１. 日事連関連、九州・沖縄ブロック協議会関係報告



北九州支部からのお知らせ
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― 各支部よりお知らせ ―

各支部よりお知らせ７

建築士事務所協会・建築士会 合同研修旅行のご報告
建築士事務所協会・建築士会 合同研修旅行のご報告

去る11月17日・18日に建築士事務所協会・建築士会合同の北九州支部 研修旅行が行われました。

各団体20名が参加し意義ある研修旅行となりました。参加された皆様ありがとうございました。

■1日目…八代市立博物館、未来の森ミュージアム・新八代駅前モニュメント「きらり」・球泉洞休暇村バンガロー

■2日目…国指定重要文化財 岩屋熊野座神社・球磨工業高校伝統建築コース加工組立室棟

球磨川沿いに建つJengaのようなバンガロー。350mm角の杉材は迫力があ

り、床、壁、天井というくくりは無く、床だと思う所が椅子になり、壁になり、天井

となり、この空間をどの様に使おうかと、使い手に考えさせられます。建築に対

する凝り固まった考えを覆す作品です。

先のバンガローの隣に建つ、もう一棟のバンガロー。内部に足を踏み入れる

と、間隔をあけた短材の列を重ねた壁面にはたくさんの孔が空き、透かし細工

のような趣です。絶妙のバランスの上になりたつ構造体の妙を感じさせられま

す。日中は外光が差し込んで意外に明るく、球磨川の流れの音や鳥のさえず

りが響く不思議な空間で、メルヘンな気分にさせられます。

加工組立室棟以外は、左記写真のように円形回

廊・屋上テラスで各棟が結ばれています。色、材料、

形などバリエーションに富んだ建物は、緑に囲まれ

た球磨の美しい環境、気候風土を生かし、西風を

取り込み、快適な半外部空間が創られています。

伝統建築を学ぶ工業高校の校舎ということで、木造の大架構の面白さ、光、木の美しさを味わえる素晴らしい木造建築です。しかし学校の先生のお話では、デ

ザインに凝るあまり、コンセントの位置が不便である、照明の電球が自分たちでは変えられない、天井近くの壁に設置された排煙窓は台風時に強風で開いてしまう、

などの実用性に乏しい点もあるとのこと。また竣工時より３年程して木組みが開きだしたらしく、今は構造補強のため梁や筋かいが足されていました。

「使い手ありきの建築・建物なので、使いやすく過ごしやすい空間を創り出すのが

一番大切だと思う」とお話頂いた先生の言葉に、身の引き締まる思いがしました。

建築とは本当に難しく、奥深い…がんばります。

八代城の城下町に建つ博物館。城下町なので元々は平たい土地であったと思われますが、小高い

丘を作りあたかも地下であるように埋められています。またアプローチは真っ直ぐ入口に向かう事が可

能ですが、あえて遠回りさせるように折れており、日常から博物館・美術館という非日常へ、気持ちを

切り替えさせる手法が取られています。今は一般的ですが、20年も前の当時としては、斬新な建物、

考え方だったのではないかと思われます。

裏側の円筒形を倒した姿に、学生時代に設計課題で真似たことを思い出し、胸が熱くなりました。

普段、個人的に建物を見ることができても、内部まで見せていただけたり、施設の方の説明、本音を聞いたりすることは、なかなかできません。今回、研修旅行

に参加し、諸先輩方に施工方法や、建物の良いところ、悪いところ等々いろいろと現地に行き聞くことができたことは、本当に良かったと思っております。

これから仕事に対して、建築に対して、更に頑張っていこうと改めて思わされました。 また、建築とは本当に奥深いことを知りました。

さて、今回見て回った建物は1988年より行われている「くまもとアートポリス」によるプロジェクト施設です。『後世に残り得る優れた建築物を造り、質の高い生活

環境を創造するとともに、地域文化の向上を図り、世界への情報発信基地「熊本」を目指すこと』を目的としています。しかし、実際の実用性、使い手の意見を

取り入れるよりも「くまもとアートポリス」に当てはまる様にと奇抜なデザインを重視していることもまた事実です。このままでいいのでしょうか？現在工事中の建物も

どのように完成し、どの様な評価となるのでしょうか…

見学地

球泉洞(きゅうせんどう)休暇村木造バンガロー「final wooden house」 球泉洞休暇村木造バンガローR2「Wooden Lace」

球磨工業高校 伝統建築コース加工組立室棟

球磨工業高校

八代市立博物館 未来の森ミュージアム

見学レポート
見学レポート

レポート：彩設計工房 高 山

レポート：彩設計工房 高 山
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11月常任幹事会議事録
11月常任幹事会議事録

平成24年11月15日（木）18:30～20:30

トーケン設計

林支部長、久松、山口、佐々木、佐竹、小野、高崎、藤本

■① 冬の忘年例会の開催の件（賛助会のＰＲタイムも含めて）

12月13日（木）西小倉の割烹 三幸 にて例会18時30分より忘年会19時より開催

会費は会員･賛助会員共3,000円 2人目から6,000円とする。

賛助会員のPRタイムを開催する。

■② すこやか住宅法人会員の件

今年度をもって退会する。

■③ 西日本トータルリビングショーの報告

林支部長、久松副支部長に相談員になっていただきました。

来年度は6団体としての参加はしないことが決まりました。

■④ 建築士事務所キャンペーンの報告

筑豊支部と合同の建築士事務所キャンペーンの会計報告があり幹事会にて決定した予算とおりとの報告がされた。

■⑤ 建築士会合同研修旅行参加者数及び会費の件

参加者…B.M.設計1、小野設計2、彩設計工房2、AEA設計室1、河野設計1、西部ガス1

合計8名出席

会 費…会員は1社10,000、2人目から20,000円に決まりました。

賛助会員は正会員と同じ扱いとする。

尚次年度は参加者希望者が少なく経費が多くかかるため合同開催は取りやめることが決まりました。

■⑥ 児童絵画展の作品返却の件

作品の返却をして頂いた会員に交通費として2,000円支給する。

日 時

場 所

出 席 者

議 題
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福岡支部からのお知らせ

福岡支部 忘年会のご案内
福岡支部 忘年会のご案内

向寒の候、貴社ますますご隆昌のこととお慶び申し上げます。

今年も残すところあとわずかとなりました。

福岡支部では毎年恒例の忘年会を下記の通り開催致します。皆様多数のご参加を心よりお待ち致しております。

記

■ 日 時 ……平成２４年１２月１４日（金） １８：３０～

■ 場 所 ……「ガーデンパレス 3F宝満の間」 福岡市中央区天神4-8-15（TEL092-713-1112）

■ 会 費 ……５，０００円／１人

☆当日キャンセルの場合は会費分ご請求させて頂きます。

■お問合せ先 …… ㈳福岡県建築士事務所協会福岡支部事務局まで

福岡支部 三役会開催のご報告
福岡支部 三役会開催のご報告

下記のとおり、第6回三役会を開催いたしました。

■ 日 時 ……平成24年11月5日（月） 16：30～

■ 議 題 ……●入退会について

●中間会計監査報告

●建築士事務所キャンペーン報告

●特殊建築物定期調査業務マニュアル

●賛助会のPR広告について

●その他 ・福岡支部忘年会について

・賛助会研修バスツアーについて

「福岡建築倶楽部新年の集い」のご案内
「福岡建築倶楽部新年の集い」のご案内

早いもので、建築7団体で共催する年頭恒例の合同新年会のご案内をする時期になりました。

来年も建築倶楽部合同の新年の集いを下記のように計画しています。

例年通り、堅いあいさつは少しにして和やかに、美味しい料理とお酒で新年会を盛り上げましょう。

みなさまお誘い合わせのうえ、ぜひ多数のご参会の程を幹事一同お待ちしております。

記

■ 日 時 ……平成２５年１月１８日（金） １８時３０分～

■ 会 場 ……タカクラホテル福岡

〒810-0004 福岡市中央区渡辺通2-7-21

TEL.092-731-1661 

■ 会 費 ……５，０００円／一人（当日ご納入下さい）

■ 申 込 ……ＦＡＸにてお申込み下さい。

会場準備の都合上、本年１２月１８日までにお申込いただきますようお願い申し上げます。

なお、当日欠席の場合は会費をご負担頂きます。

詳細は、福岡支部事務局までお問い合わせください。
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県南支部からのお知らせ

研修旅行についてのご報告
研修旅行についてのご報告

今回11回目の県南支部の研修旅行で、今回は17名で山口県・萩へ行きました。賛助会員として今回が２回目の研修旅行です。前回

初めて参加して広島へ行き、とても楽しかったので今回も楽しみにしていました。山口県・萩は歴史の町として名高く、歴史に興味のある私

は史跡、街並み、文化にとても興味がありました。

さて、萩に行く前に、最初に訪れたのは下関「海響館」。水族館はいくつになってもワクワクします。子供の時に戻った様な楽しい時間でし

た。特にクジラ骨の標本には圧巻でした。

次に訪れたところは、「山口ザビエル記念聖堂」フランシスコ・ザビエル

の功績を讃えて建てられた建築物です。ザビエルは山口県にも縁があ

る様で、意外と知られてない事でもあります。この建築物はとても斬新な

デザインで変わっていました。私も含め建築に携わるみなさんは、とても

興味深く見学されました。県南支部の研修旅行は建築物の見学も大き

な目的でもありますし、とても勉強になります。

萩市内に入りあの有名な松下村塾を訪ねました。有名な伊藤博文・

高杉晋作・山形有朋など明治維新の原動力になった多くの人材がここ

で学んだと思うと、激動の時代に生き、またなかには若くして犠牲となっ

た維新志士に思いを馳せるとともに、今の政治・日本を維新志士たちは

どう思っているのか？考えさせられました。最近元気のない日本ですが、

元気な日本を取り戻し、次の世代へも引き渡さなくてはならない気持ちに

なりました。

この時期は萩では、「萩時代まつり」がおこなわれていまして、多くの観

光客で市内は賑わっていました。毛利家のお膝元ということで、市民が

武将などに扮して大名行列が行われるそうです。ぜひ見てみたいなと思

っていると、萩博物館を出たところで、ちょうど見ることができました。

午前中雨にみまわれましたが、次第に天気は良くなりましたので、

市内を散策することができました。萩市内は、今でも町筋の碁盤目状

がそのまま残り、よく住持の面影をとどめています。江戸時代の地図が

そのまま使えそうです。また重要文化財として、豪商菊屋屋敷・桂小

五郎旧邸・高杉晋作誕生地など多くの史跡があります、なまこ壁の土

蔵、門、土塀などが並び、この街並みもぜひ後世に残してほしいもの

です。歴史を感じながら散策できました。

萩は、多くの歴史ある史跡が残り観光地として、市全体が町おこしに

力を入れているようでしたし、大変魅力のある町でした。今回11回目、

私自身は2回目の研修旅行でしたが楽しい旅行でした。それも本会員

と賛助会員が旅を共にして、親睦を深める事ができたからではないか

と思います。今回お世話をしてくださった幹事の方々、旅行を共にさ

せていただいた本会員・賛助会員の方々に感謝致します。

【平成24年11月 県南支部 賛助会員 坂本 忍】

クジラの骨の標本
山口ザビエル記念聖堂

大名行列の様子

松下村塾

高杉晋作像 街並みの様子
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大牟田支部からのお知らせ

大牟田支部活動のご報告
大牟田支部活動のご報告

■ １．報告事項

●１：11月 1日(木)

研修会…ひびきLNG基地～創エネハウス(西区今宿)

●２：11月 7日(水)

常任理事会

●３：11月 10日(日)～11月11日(月)

《研修旅行》

大分県緒方町散策(原尻の滝,石仏,旧町役場等)

岡城跡･朝倉文夫記念館

白水の滝･白水ダム･円形分水

●４：11月 14日(水)

中間監査

●５：11月 24日(土)

祝賀会…今村日出男氏（国土交通大臣表彰受賞）

久留米ホテルニュープラザ

●６：11月 29日(木)

会計個別相談会

●７：11月 30日(金)

講習会…大牟田建築士会・当協会大牟田支部主催

於 イオンモール大牟田 14:00～16:00

■ ２．協議事項

●１：研修旅行会計について

●２：会計書式について

●３：新年懇親会について

●４：その他

※第８回幹事会（平成24年11月27日（火）18:30～ 於 事務局会議室）

※第９回幹事会の予定（平成24年12月26日(水) 18:30～ 於 事務局会議室）

研修会のご報告
研修会のご報告

現在、世界で一番大きなタンクを見学。そのスケールに圧倒されました。11月1日(木)ひびきＬＮＧ基地にて開催
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研修旅行のご報告（11月11日～12日 竹田市・緒方町）
研修旅行のご報告（11月11日～12日 竹田市・緒方町）

岡 城 跡 原 尻 の 滝 朝倉文夫記念館(正面)

設計：清家 清

懇親会の風景 五連橋(石造) 仝上(側面)

白 水 の 滝 白 水 ダ ム 円 形 分 水

仝上 説明文 仝上 説明文

秋真っ盛りの竹田市・緒方町を訪れました。原尻の滝では空の青と紅葉、そして滝の水の白さのコントラスト

が映え、まさに秋の風情を堪能する旅行となりました。参加された皆さま、ありがとうございました！

11月11日(日)～12日(月) 竹田市・緒方町
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賛助会よりお知らせ８

賛助会からのお知らせ

2012年11月9日（金）今年も建築士事務所協会・士会賛助会主催のバス研修ツアーを開催いたしました。

正会員様、賛助会員の皆様にはお忙しい中、たくさんの方々にご参加いただきまして心から感謝致します。

特に今年は多くの正会員の方々がご参加くださいました。

今回は大分県の㈱三邦様の工場見学を企画いたしました。㈱三邦様

は屋根材をはじめ建築関連製品を通じて地域と社会に貢献し、業界の

枠にとらわれない新しい未来をみつめています。当日は2班に分かれ、

工場見学をさせて頂きました。見学に於いて社員の皆様の手厚いお出

迎えと分かり易い説明をありがとうございました。

また、工場見学と合わせ「池見家住宅」と「佐野植物園」へも見学に行き

ました。

見学後にはホテル白菊にて懇親会が行なわれました。㈱オークラの

星野会長の素晴らしい余興に続き、毎年恒例となりました賛助会幹事

によるプロ顔負けの余興（今年は相撲甚句！）に会場からは大きな拍手が送られました。岩崎専務、近藤社

長、素晴らしい相撲甚句ありがとうございました。いつも諸先輩方に助けて頂き感謝しております。次なるスタ

ーが誕生するまでは、まだまだご協力お願いします。最後は賛助会恒例の参加者総出の炭坑節で今年の

バスツアーの締めとなりました。

最後に準備にご協力頂いた賛助会幹事の皆さん本当にお疲れ様でした。来年も今回以上の研修ツアーに

なるよう努力致します。お疲れ様でした。 【福岡支部賛助会会長 ㈱アダル 吉元和】

也

11月度 研修ツアーのご報告
11月度 研修ツアーのご報告

第１０回賛助会主催講習会を開催いたしました
第１０回賛助会主催講習会を開催いたしました

講習会 概要

第１０回福岡支部賛助会主催の講習会を開催致しました。

今回は「部分アンカー接合による、枠付鉄骨ブレース耐震補強工法」「塗料による省エネ効果」「フリーアクセスフロア

（ＯＡフロア）構成材規格」をタイトル・テーマとして、耐震技術や断熱の方法、ＯＡフロアの知識についての情報をお話

させていただきました。当日は２５名の方々にご参加いただきました。有り難うございました。

■１．日 時 平成２４年１１月２１日（水） １３：３０ ～ １７：００

■２．場 所 福岡建設会館 ７階 ７０１号会議室（福岡市博多区博多駅東３丁目１４－１８）

■３．受 講 料 無 料（建築士会会員・事務所協会会員）（非会員１，０００円）

■４．定 員 ６０名程度

■５．講習内容 ①「部分アンカー接合による、枠付鉄骨ブレース耐震補強工法」・アンカー工事の削減と居ながら補強への対応

②「塗料による省エネ効果」・遮熱塗料と断熱塗料の違いについてと断熱塗料の紹介

③「フリーアクセスフロア(ＯＡフロア)構成材規格」・製品カタログ表記の性能、数値の決定方法と選定の仕方について

■６．講演企業 ①宇部興産株式会社 （建設資材メーカー）

②伊藤建材株式会社 （一般建材・輸入建材の販売・施工）

③共同カイテック株式会社 （OAフロア製造・販売・施工）
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会員動静９

会 員 動 静
会 員 動 静

事 務 所 名 田中不動産

Ｔ Ｅ Ｌ / Ｆ Ａ Ｘ FAX/092-595-7000 FAX/092-596-8000

福岡支部
福岡支部

事 務 所 名 匠建設株式会社

会 務 代 表 者 古田 耕三 江藤 正幸

福岡支部
福岡支部

事 務 所 名 マツダグミ一級建築士事務所

所 在 地

〒810-0024 〒810-0074

福岡市中央区桜坂3-11-20-601 福岡市中央区大手門1-5-6 402号

福岡支部
福岡支部

新入会員のご紹介
新入会員のご紹介

事 務 所 名 大和リース株式会社 北九州営業所

会 務 代 表 者 長江 和也

所 在 地 〒802-0002 北九州市小倉北区京町3-14-11

T E L / F A X
TEL：093-531-3888 / FAX：093-531-3880

北九州支部にご入会されました

よろしくお願いします！

北九州支部にご入会されました

よろしくお願いします！
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― 事務局よりお知らせ ―

事務局よりお知らせ10

(社)福岡県建築士事務所協会

■TEL:092-473-7673 / FAX：092-473-7278

■E-mail：info＠f-aa.jp

■建築福岡Monthly 記事掲載等のお問い合わせについて

(社)福岡県建築士事務所協会 「建築福岡Monthly」編集担当までご連絡ください。

■ TEL:092-473-7673 / FAX：092-473-7278 ■ E-mail：info＠f-aa.jp/

「建築士事務所の標識」 「建設業の許可票」 の価格が改定になりました

この度、原材料費の高騰が続き「建築士事務所登録票」および「建設業の許可票」に関しまして、

従来の価格を維持することが不可能な事態となりました。

つきましては、誠に申し訳ございませんが

平成24年11月1日より 上記の価格を改定させて戴くことと相成りました。

会員価格 10,000円 ⇒ 12,000円

一般価格 12,000円 ⇒ 14,000円

会員・一般価格 12,000円 ⇒ 14,000円

何卒よろしくお願い申し上げます。

建築士事務所の標識

建 設 業 の 許 可 票

年末年始の事務局の休業期間を下記の通りご案内申し上げます。何卒よろしくお願い申し上げます。

年末年始休業期間………12月29日(土)～1月6日(日) ※ 福岡建築登録センターも休業させて頂きます。

本年も建築士事務所協会に格別のご高配を賜りましてありがとうございました。

時節柄、皆さまご多忙のことと存じます。くれぐれもお身体にはご自愛くださいませ。来年も建築士事務所

協会に相変わらぬお引き立てを頂けますようお願い申し上げて、歳末のご挨拶とさせて頂きます。

事務局 年末年始のお休みについて

販売書籍のご案内

建築士事務所のための業務書式・書籍を販売しています。当協会の会員様は、会員価格での購入が可能です！

●代金引換でのご発送も承ります（送料…850円）

●希望される方には注文書をＦＡＸにてお送りいたしますので、お気軽にお問合わせください。

●四会連合 建築設計・監理業務

委託契約書類

・・・・・・通常価格 1,200円 → 会員価格 900円

●業務記録台帳 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・通常価格 2,100円 → 会員価格 1,050円

●建築士事務所のための業務書式

モデル集2008（ＣＤ-ROM付）

・・・・・・・・・・・・・通常価格 3,990円 → 会員価格 3,590円

●改正建築士法による

重要事項説明ポイント

・・・・・・・・・・・・・・通常価格 1,300円 → 会員価格 1,170円


